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研究成果の概要（和文）： 

本研究の目的は、幼児や児童、高齢者を対象に日本語文法理解力を評価する J.COSS 日本語理

解テストを、心理・教育・医療・福祉などさまざまな領域で活用できる汎用性あるテストとす

るために 3種類の下位テストを開発することである。（1）言語に問題を抱える障害児・者への

教育支援として J.COSS 日本語理解テストに含まれる数項目に対して評価と支援を一体化した

テストを開発するために、発達障害児や高齢者において、理解に困難が示された否定文・授受

関係・助詞関連項目に対して、理解促進のための支援課題を実施し、改善が認められた。（2）

聴覚理解に問題のある障害児・者に適用可能な J.COSS 日本語文法理解テスト視覚版を開発する

ために、健聴な児童を対象に書記日本語理解の発達過程を調査し J.COSS 日本語理解テスト視覚

版を開発した。また、この発達過程を指標として、聴覚障害児の書記日本語理解の特異性を検

討した。（3）幼児や児童、障害児・者の言語発達水準や高齢者の文法理解力のスクリーニング

テストとして J.COSS 日本語理解テスト簡易版を開発するために、現在、2歳以上の未就学児を

対象に言語発達の基盤を調査し、簡易版調査を実施中である。 

 
研究成果の概要（英文）：We investigated the grammatical abilities of children and elderly 
people to understand of the life span grammatical change in Japanese. J.COSS is designed 
to assess a participant’s comprehension of spoken and written grammar to evaluate the 
development of the oral and written Japanese grammar. Compared to the children with PDD, 
with hearing loss, or elderly people with amnesia, they displayed particular the 
difficulties in understanding the negation, reversible passive, and the Japanese case 
particles. After intervention focused on these items, they showed a significant increase 
in their grammatical abilities. J.COSS is confirmed an effective tool for a field of 
psychology, education, and co-medical care. 
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１．研究開始当初の背景 

これまで、日本語を母語とする 3歳から 12

歳の幼児と児童、高齢者を対象に日本語理解

テスト（J.COSS: JWU, Japanese Test for 

Comprehension of Syntax and Semantics）

を用いて文法理解力を横断的に調査した結

果、日本語文法理解の生涯発達過程が指標と

して示されている。そこで、高次脳機能障害

にかかわる言語障害評価と教育支援：評価・

支援一体化ソフトウェア開発の研究を平成

１７～１９年度基盤研究（Ｃ）の助成を受け、

言語に問題を抱える言語発達遅滞児や、高齢

者、認知症患者、失語症患者など高次脳機能

障害児・者の文法理解力を評価し、言語発達

水準や障害領域、残存機能の特異性を分析し

た。特に、授受関係や助詞関連項目で理解困

難が示されたことから、これらの項目に対す

る支援を行う必要性が示唆された。また、現

在のテストは口頭で問題文を提示するため、

聴覚理解に障害のある対象児・者への実施に

は問題がある。さらに、幼児や高齢者、障害

児・者に 80 問題を全数実施するには負担が

多いと考えられた。そこで、適用範囲や汎用

性のさらなる拡大をねらい、心理・教育・医

療・福祉などさまざまな領域で展開できる実

用性ある新たな三種類の J.COSS 日本語理解

テスト開発を検討する必要性が示唆された。 

 

２．研究の目的 

本研究は、幼児や児童、高齢者を対象に日

本語文法理解力を評価する J.COSS 日本語理

解テストを、心理・教育・医療・福祉などさ

まざまな領域で活用できる汎用性あるテス

トとするために 3種類の下位テストを開発す

ることである。（1）発達障害児や高齢者を対

象としてさまざまな教育支援を行なうため

に J.COSS 日本語理解テストに含まれる項目

に対応した評価支援一体版テストを開発す

る（2）聴覚理解に問題のある障害児・者を

対象とした J.COSS 日本語理解テスト視覚版

を開発する（3）幼児や児童、障害児の言語

発達水準や高齢者の文法理解力のスクリー

ニングテストとして J.COSS 日本語理解テス

ト簡易版を開発する。 

 

３．研究の方法 

J.COSS 日本語理解テストの（1）評価支援

一体版（2）視覚版（3）簡易版を開発するた

めに、3年間かけて研究を行なった。 

（1）発達障害児や高次脳機能障害者の日

本語理解力を評価し、理解に困難が示された

否定文・授受関係項目・助詞関連項目理解促

進のための教育支援課題を作成実施し、その

実用性を検討した。 

（2）J.COSS 日本語理解テスト視覚版を開

発し、健聴な小学生を対象に、書記日本語文

法理解の発達過程を横断的に調査した。また、

書記日本語理解の発達指標をもとに、聴覚障

害児・者や失語症・認知症などの高次脳機能

障害者を対象の書記日本語文法理解力を評

価し、各障害の特異性や理解に困難が示され

た項目、残存機能を調査分析した。さらに、

聴覚版と視覚版における日本語文法理解の

発達過程を比較し、聴覚・視覚の言語入力方

法による相違点を分析した。 

（3）現在 20 項目 80 問題から成る J.COSS

日本語文法理解テストの項目や問題を精査

した簡易版を作成し、このテストを用いて幼

児と高齢者を対象に文法理解力を横断的に

調査し、言語障害児・者、ならびに言語発達

遅滞児をスクリーニングするテストとして

J.COSS 日本語文法理解テス簡易版の実用性

を調査した。 

 



４．研究成果 

(1)J.COSS 日本語理解テストによる評価と

支援一体版テストの開発：J.COSS 日本語理解

テストを用いて、3歳から 12 歳まで幼児や児

童と高齢者を対象に日本語文法理解力を評

価した結果、文法理解の生涯発達過程が指標

として示されている。また、発達障害児や学

習障害児、聴覚障害児、認知症患者、失語症

患者における文法理解の特異性を分析した

結果、授受関係や助詞関連項目に困難が認め

られた。そこで、自閉性障害児と学習障害児

に対して、対象児・者の暦年齢や知的能力、

推定された言語水準に基づき、理解が困難な

項目に対して理解に至るまでを数段階の下

位目標に分割し、目標を順次達成するプログ

ラム学習の手続きで教育的支援を行い、文法

理解力に改善が示された。これらの結果を論

文として心身健康科学,5,70-75,2009 と健康

科学大学紀要,6,105-113,2010.で報告した。 

(2) J.COSS 日本語理解テスト視覚版の開

発：従来の J.COSS 日本語理解テストは検査

者が問題を口頭で提示する聴覚版のテスト

であり、聴覚障害児や失語症患者など聴覚理

解に問題のある対象児・者への実施は困難で

あった。そこで、J.COSS 日本語理解テスト視

覚版を作成し、健聴な小学生を対象に、書記

日本語文法理解の発達過程を横断に調査し

た。結果をまとめたものを発達心理学会第 21

回大会で発表した。また、書記日本語文法理

解の発達過程を指標として、聴覚障害児を対

象に J.COSS 日本理解テスト視覚版を用いて

書記日本語文法理解力を評価した結果、聴覚

障害児の文法理解の特異性が示唆された。さ

らに、J.COSS 日本語理解テスト聴覚版と視覚

版の結果を比較検討し、問題文が口頭で提示

された場合と文字で提示された場合の理解

力の差が認められた。これらの結果を発達心

理学会第 22回大会と International Society 

of Neuropsychology the 39th Annual Meeting

で発表した。 

(3)J.COSS 日本語理解簡易版の開発と出

版：図版は視覚版ならびに聴覚版を合わせた

形式にし、聴覚障害児にも適用できるように

した。解説はテスト手続きや調査データを示

し、学習障害児・者や聴覚障害児・者の言語

発達水準や言語障害の有無を判定しやすい

ように工夫し、教育・医療の現場で活用で活

用されている。 
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